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下水道の整備効果 公共用水域の水質保全

・下水道処理人口普及率：６９．３％（Ｈ１７）→７０．５％（Ｈ１８）
≪普及率は１．２％ＵＰ。≫

下水道処理人口普及率： 「総人口に対する下水道を利用できる人口の割合」

河川の環境基準達成率（BOD）と下水道処理人口普及率の推移

下水道の普及に
よるめざましい
水質改善効果

下水道の普及
に伴い、河川の
水質も向上

（出典：国交省資料、環境省資料）

は、処理場位置
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下水道整備が進んだ傍示川 河底の小石が確認できる透明度
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下水道の整備効果 公共用水域の水質保全

水質汚濁が深刻な倉敷川水系の河川

（昭和60年頃）

倉敷川倉敷川

天領丸による川下り(H18)水生動物観察（H17)

倉敷川

水質改善とともに観光資源としての水辺空間の価値が向上し、魅力
ある地域づくりに貢献

５月のゴールデンウィークに開催さ
れるハートランド倉敷は

８万人以上の人出で賑わう

（図面）

は、処理場位置
は、環境基準点

拡大図

下水道普及率と倉敷川の水質の関係
（環境基準点：盛綱橋）

4.0
4.2

4.5

4.14.14.2

3.6

4.1
3.83.8

6.86.8

8.1

5.9

4.6

5.55.65.7

60.8
58.5

55.9

51.5
49.5

45.7
43.1

37.0
35.2

33.333.331.7
28.6

24.6

19.6
16.514.9

11.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

181716151413121110987654321
年度

下
水

道
普

及
率

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

水
質

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

倉敷川の水質
（BOD）

倉敷処理分区の
下水道普及率

(%)(mg/l）

（環境基準　BOD=5.0mg/l）
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